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病院ボラ

経ち、先

☆

 

 

りばかりでなく、時にはこの

         メッセージもあり

 

  労災病院のスタッフは本
      気分のいい人が多い

床頭台の引き出しが重く 
        開け閉めが大変 

察が終わってから医事 
に伝票を出しても、薬

をもらうまでに 
   時間がかかりすぎる 

ンティアとして当院での活

日病院から感謝状が送られ

呈茶会のお知
１０月９日(水) １3

  場所・・・東西連絡

お楽し

  
ような 
ホッ！ 

 

      

当に 
 

今後、

に働き

を患者

す。 

放射線科の撮影

扉が重く、年配

には 開け閉め
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動をはじめて３年が

ました。 

らせ☆ 
時から15時 

棟２階 

みに ! ! 
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            お待ちしております。

このような皆様の声に対して、担当部署

かけた内容を含め、病院の取り組み状況

様･職員向けに掲示し、改善をしていきま

室の

の患者

が大変 

 トイレや病室の  
 隅々にほこりが 
     目立つ 

 

 築地口商店街セーラーズフェスティバルにての 
           バザー協力ありがとうございました。 

【ボランティアメンバーの声】 

「出来る時間に出来る事を出来るだけ
．．．．．．．．．．．．．．．．

」

を私の生活の大切な部分にしていきた

いと思っています。 
 
 
今後ともいろいろなご意見･ご要望を 
    


